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物
価
高
騰
が
続
く

中
で
、
消
費
税
の
減

税
を
世
論
調
査
で
も

７
割
の
国
民
が
期
待

し
て
い
ま
す
。
問
題

は
財
源
で
す
。

法
人
税
実
質
負
担

率
の
推
計
18
・
５
％
、

中
堅
企
業
は
、
20
・

６
％
な
の
に
対
し
て
、

10
・
０
％
と
約
半
分

で
す
。
異
常
な
大
企

業
優
遇
で
す
。
ま
た

年
間
１
億
円
を
超

え
る
と
税
率
が
下
が
っ

て
い
き
ま
す
。
大
企

業
と
富
裕
層
の
優
遇

を
止
め
、
消
費
税
減

税
の
財
源
に
充
て
る
べ
き
で
す
。

参
院
選
を
目
前
に
し
て
す
べ
て

の
政
党
が
消
費
税
減
税
を
主
張
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
減

税
の
内
容
が
様
々
で
す
。
大
き
な

違
い
は
減
税
の
財
源
を
ど
う
す
る

か
で
す
。

共
産
党
の
躍
進
が
カ
ギ
！

日
本
共
産
党
は
、
消
費
税
は
廃

止
を
め
ざ
し
つ
つ
、
緊
急
に
５
％

の
減
税
を
主
張
。
財
源
は
大
企
業
・

富
裕
層
へ
の
減
税
・
優
遇
の
見
直

し
で
恒
久
的
財
源
を
確
保
す
る
と

主
張
が
政
界
に
衝
撃
を
与
え
、
消

費
税
減
税
が
国
政
の
一
大
争
点
に

押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る

政
治
へ
、
自
民
党
の
経
済
対
策
の

無
策
の
中
、

税
財
政
の
ゆ
が
み

を
大
本
か
ら
正
す
日
本
共
産
党
の

主
張
が
力
を
発
揮
し
消
費
税
減
税

と
そ
の
財
源
論
を
め
ぐ
る
議
論
の

基
軸
は
自
民
党
対
共
産
党
と
い
う

様
相
を
深
め
て
い
ま
す
。

参
院
選
で
共
産
党
の
躍
進
で
消

費
税
５
％
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
中

止
を
実
現
さ
せ
よ
う
！
。
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日
頃
消
費
税
を
な
く
す
運
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま

た
「
NO
消
費
税
」
を
ご
購
読
を
い
た
だ
き
、
合
わ
せ
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
「
NO

消
費
税
東
京
版
」
は
全
国
版
に
合

わ
せ
て
無
償
で
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
発

行
す
る
料
金
は
皆
さ
ま
の
夏
季
、
年
末
募
金
と
名
刺
広
告
に

よ
る
財
源
で
発
行
が
保
障
さ
れ
て
れ
て
き
ま
し
た
。
消
費
税

減
税
の
世
論
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
今
、
が
ん
ば
り
ど
き
、

一
層
奮
闘
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

物
価
高
騰
の
中
、

な
に
か
と
心
苦
し
い
の
で
す
が
、
今
年
も
夏
季
募
金
の
お
願

い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

振
込
用
紙
を
同
封
し
ま
し
た
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

郵
便
振
り
込
み
番
号
０
０
１
５
０
ー
０
ー
１
５
５
１
８
４

「
NO
消
費
税
」
東
京
版
の
発
行
を
保
障
す
る
財
源
の
確
保
の
た
め

輸出大企業は36年間一度も消費税を納めず、還付を受けている！

財源は、この優遇され続けてきた大企業・富裕層への応分の負担

で実施しよう。５％になればインボイスも必要なくなります。

５
月
11
日
（
日
）
11
時
か
ら
雑
色

駅
前
で
宣
伝
を
20
名
で
行
い
ま
し

た
。

チ
ラ
シ
１
０
０
枚
配
布
、
署

名
９
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

消
費
税
の
廃
止
を
め
ざ
し
て
緊

急
に
５
％
に
引
き
下
げ
、
年
12
万

円
の
減
税
を
、
そ
し
て
イ
ン
ボ
イ

ス
は
廃
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
借
金

で
な
く
、
大
企
業
や
富
裕
層
の
応

分
の
負
担
で
財
源
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。
政
府
は
「
社
会
保
障
の
た
め

に
必
要
」
と
繰
り
返
し
言
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
30
年
間
、
国
民
年

金
保
険
料
２
倍
、
国
保
料
・
税
は

１
・
５
倍
、
介
護
保
険
料
は
２
倍

大
田
区

消
費
税
を
な
く
す
六
郷
の
会

社
会
保
障
費
自
然
増
（
高
齢
化
に

伴
う
社
会
保
障
費
の
伸
び
）
は
こ

の
10
年
間
、
一
兆
６
４
百
も
減
ら

さ
れ
ま
し
た
。

「
社
会
保
障
の
た
め
に
必
要
」
は

は
真
っ
赤
な
ウ
ソ
！

５
％
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
へ
、

東
京
都
議
会
各
会
派
へ
意
見
書
採
択
の
要
請

５
月
15
日
、
東
商
連
。
東
京
土
建
、
な
く
す
会
が
、
消
費
税
５
％

税
と
、
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
の
国
会
へ
意
見
書
採
択
の
団
体
署
名
を
都

議
会
に
提
出
し
、
各
会
派
に
賛
成
を
求
め
て
回
り
ま
し
た
。
各
会
派

と
も
埼
玉
県
議
会
の
自
民
党
会
派
の
賛
成
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
各
界
連
も
大
塚
駅
で

「
御
党
の
安
易
に
国
債
発
行
に
頼
ら
な
い
姿
勢
は

本
当
に
立
派
だ
感
動
を
も
っ
て
聞
い
た

」
石
破
首
相

減
税
の
財
源
を

ど
う
す
る
か
？

５
月
21
日
、
JR
大
塚
駅
、
消
費
税

廃
止
東
京
各
界
連
会
が
定
例
宣
伝
。

５
団
体
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
景
気
回
復
に
は
消
費
税
減
税

が
特
効
薬
だ
、
個
人
消
費
も
事
業

活
動
も
活
発
に
な
る
。
選
挙
が
近

い
し
、
ど
こ
の
団
体
だ
」
と
語
る

人
も
い
て
、

関
心
の
高
さ
を
示

し
ま
し
た
。

５
月
12
日
、
衆
院
予
算
員
会
。
共
産
党
の
辰
巳
衆
院
議
員
が
物
価

対
策
と
し
て
消
費
税
の
５
％
減
税
を
提
起
。
「
食
料
品
非
課
税
な
ら
、

平
均
的
世
帯
で
６
万
円
の
減
税
に
対
し
て
、
一
律
５
％
減
税
な
ら
平

均
世
帯
で
12
万
円
の
源
氏
に
な
る
と
し
て
「
国
債
の
発
行
し
て
財
源

に
充
て
る
無
責
任
な
態
度
は
と
ら
な
い
」
と
の
主
張
に
対
し
て
、
石

破
首
相
の
辰
巳
議
員
に
対
し
て
の
回
答
で
す
。

JＲ大塚南口で各界連の宣伝

JR巣鴨駅 なくす全国・東京の会宣伝

私にも演説させろ！、埼玉から飛び入り



辰
巳
議
員
は
、
物
価
対
策
と
し
て

「
消
費
税
の
５
％
減
税
を
提
起
。
食

料
品
非
課
税
な
ら
平
均
的
世
帯
で
６

万
円
の
減
税
に
対
し
、
一
律
５
％
減

税
な
ら
平
均
的
世
帯
で
も
お
よ
そ
12

万
円
の
減
税
だ
」
「
国
債
を
発
行
し

て
借
金
を
増
や
す
こ
と
は
避
け
る
」

と
発
言
、
恒
久
的
財
源
を
確
保
し
て
、

消
費
税
廃
止
を
め
ざ
す
。
こ
と
を
述

べ
ま
し
た
。

自
民
党
執
行
部
は
「
財
源
が
な
い

こ
と
を
理
由
に
」
減
税
を
拒
否
し
た

が
、
党
内
に
つ
き
上
げ
で
、
税
調
を

中
心
に
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
。

国
民
民
主
、
れ
い
わ
は
「
国
債
発

行
」
を
主
張
、
食
料
品
非
課
税
の
立

憲
民
主
は
恒
久
財
源
で
は
な
い
基
金

や
特
別
会
計
を
取
り
崩
す
の
み
、
公

明
党
は
当
初
「
国
債
」
を
主
張
し
て

い
た
が
食
料
品
非
課
税
を
言
い
出
し
、

国
債
に
頼
る
べ
き
で
な
い
と
踏
み
込

み
ま
し
た
。

自
民
党
は
前
に
も
後
ろ
に
進
め
な
い

自
民
党
の
議
員
は
「
確
か
に
消
費

税
の
増
税
分
は
法
人
税
の
減
税
で
消

え
て
い
る
。
社
会
保
障
の
削
減
も
続

い
て
い
る
。
賃
金
は
上
が
ら
ず
、
物

価
高
は
続
い
て
い
る
。
前
に
も
後
ろ

に
も
進
め
な
い
。
自
民
党
は
行
き
詰

ま
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
ホ
タ
ル
の
観
察
が
で
き
る

私
は
、
八
王
子
市
高
尾
駅
北
口
か
ら
４
ｋ
ｍ

の
所
に
住
ん
で
い
ま
す
。
家
の
前
に
雑
木
林
が

広
が
り
、
サ
ル
の
群
れ
が
時
々
現
れ
ま
す
。
毎

年
６
月
の
中
旬
か
ら
７
月
の
中
旬
に
か
け
て
ホ

タ
ル
の
発
光
が
見
ら
れ
ま
す
。
ホ
タ
ル
に
は
大

き
く
分
け
て
ヘ
イ
ケ
ホ
タ
ル
と
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル

の
二
種
類
が
い
ま
す
。
一
般
的
に
ゲ
ン
ジ
ホ
タ

ル
が
先
に
現
れ
、
遅
れ
て
ヘ
イ
ケ
ホ
タ
ル
が
現

れ
ま
す
。

こ
の
場
所
は
、
二
種
類
の
ホ
タ
ル
が
同
時
に

発
光
す
る
事
が
み
ら
れ
ま
す
。
ヘ
イ
ケ
ホ
タ
ル

は
主
に
湿
地
の
草
む
ら
で
発
光
し
、
チ
カ
チ
カ

と
ま
る
で
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
の
よ
う
で
幻
想
的
で

す
。
私
た
ち
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
ホ
タ
ル
の

観
察
会
を
催
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
ホ
タ
ル

の
群
舞
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
専
門
家
の
人
は

現
代
の
源
平
合
戦
の
よ
う
だ
と
評
し
て
い
ま
す
。

建
設
残
土
で
ホ
タ
ル
の
生
息
地
を
埋
め

立
て
る
計
画
が

自
然
豊
か
な
こ
の
地
に
、
今
か
ら
１
３
年
前
に

民
間
の
事
業
者
か
ら
こ
の
場
所
に
外
部
か
ら
建
設

残
土
を
持
ち
込
み
、
谷
間
に
５
５
万
立
方
メ
ー
ト

ル
積
み
上
げ
る
計
画
が
私
た
ち
住
民
に
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
サ
ッ
カ
ー
場
を
作
る
と
い

う
名
目
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
計
画
は
サ
ッ
カ
ー

建
設
に
名
を
借
り
た
残
土
処
分
場
計
画
で
は
な

い
か
と
、
多
く
の
市
民
に
知
ら
せ
、
東
京
都
と
八

王
子
市
に
建
設
許
可
を
し
な
い
よ
う
に
働
き
か
け

て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
、
東
京
都
及
び
八
王
子
市

の
建
設
許
可
は
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は

自
然
豊
か
な
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
建

設
残
土
の
持
ち
込
み
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危
険
を

の
ぞ
く
た
め
に
も
、
建
設
計
画
中
止
を
事
業
者
に
、

建
設
許
可
を
出
さ
な
い
よ
う
に
東
京
都
及
び
八

王
子
市
に
も
要
請
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
地
は
、
高
尾
山
の
自
然
に
匹
敵
す

る
も
の
と
専
門
家
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
場
所
は
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
混
在
し
涌
き

出
る
湧
水
が
大
沢
川
の
源
流
を
な
し
て
お
り
、

生
物

植
物
の
多
様
性
が
誇
れ
る
場
所
で
あ
る

事
又

東
京
都
下
で
も
非
常
に
珍
し
い
ゲ
ン
ジ

ホ
タ
ル
と
ヘ
イ
ケ
ホ
タ
ル
が
同
時
に
飛
ぶ
姿
が

見
ら
れ
、
ホ
タ
ル
の
専
門
家
も
驚
い
て
い
る
場

所
で
す
。
ま
た
、
ニ
ホ
ン
リ
ス
や
多
摩
地
区
で

は
絶
滅
状
態
と
言
わ
れ
て
い
る
、
ホ
ン
ド
キ
ツ

ネ
の
姿
の
確
認
情
報
も
届
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
東
京
都
の
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
オ

オ
タ
カ
を
始
め
と
す
る
猛
禽
類
と
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ

ウ
等
３
２
種
類
の
鳥
類
。

ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
、

タ
ゴ
ガ
エ
ル

ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ

ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ

ビ
等
の
両
生
類

、
サ
ワ
ガ
ニ
等
の
甲
殻
類

オ

オ
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ

ギ
ン
ヤ
ン
マ

国
蝶
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
等
の
昆
虫
類
が
生
息
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
植
物
に
お
い
て
は
移
植
が
難
し
い
と
さ

れ
る
ギ
ン
ラ
ン

、
キ
ン
ラ
ン
を
始
め
と
す
る

タ
マ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
、
ヤ
マ
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ
、

オ
ニ
ヒ
カ
ゲ
ワ
ラ
ビ
、
ナ
ラ
バ
ノ
イ
タ
チ
シ
ダ

等
々
が
専
門
家
を
招
い
て
の
観
察
会
で
現
存
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
キ
ン
ラ
ン
、
ギ
ン

ラ
ン
、
オ
ニ
ヒ
カ
ゲ
ワ
ラ
ビ
、
ナ
ラ
バ
ノ
イ
タ

チ
シ
ダ
は
絶
滅
危
惧
種
で
す
。

背
景
に
は
大
企
業
本
位
の
乱
開
発
大
型

開
発
が

今
回
の
建
設
残
土
持
ち
込
み
計
画
は
地
元
の

建
設
会
社
な
ど
で
す
が
、
大
本
に
国
の
政
治
の

自
然
破
壊
の
乱
開
発
、
大
規
模
開
発
の
政
策
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
八
王
子
市
で
は
神
奈

川
県
よ
り
の
西
部
地
域
に
し
か
、
森
林
が
残
っ

て
お
ら
ず
、
そ
の
他
の
地
域
は
開
発
が
進
ん
で

お
り
、
市
街
化
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
近
く
で

は
産
業
用
地
３
０
ｈ
の
物
流
拠
点
づ
く
り
が
完

成
ま
じ
か
で
、
自
然
破
壊
が
進
ん
で
い
ま
す
。

自
然
を
破
壊
し
て
、
産
業
用
地
を
作
る
政
策
で

よ
い
の
か
、
可
能
な
限
り
、
自
然
環
境
を
保
全

し
て
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

大
企
業
本
位
の
政
策
か
ら
住
民
本
位
の
政
策

の
転
換
を

リ
ニ
ヤ
新
幹
線
、
大
規
模
な
開
発
、
工
場
用
地
の

造
成
、
な
ど
そ
の
政
策
の
破
綻
は
明
瞭
で
す
。
大
企

業
本
位
の
政
策
で
は
な
く
、
暮
ら
し
や
農
業
を
優

先
し
た
政
策
を
実
現
し
た
い
と
の
思
い
で
す
。

国
債
発
行
や
食
料
品
非
課
税
な
ど
の
対
策
よ
り
一
律
５
％
減
税
が
一
番

消
費
税
憲
法
変
え
れ
ば
戦
争
税
の
旗
を
高
く
掲
げ
て

八
王
子
の
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
に
大
企
業
の
乱
開
発
を
許
さ
な
い

八
王
子
在
住
・
消
費
税
を
な
く
す
東
京
の
会
常
任
世
話
人

川
又
秀
夫

一
律
５
％
で

12
万
円
の
減
税

国
債
の
大
量
発
行
は

戦
争
へ
の
道

戦
前
日
本
政
府
は
、
国
債
の
大
量

発
行
で
大
軍
拡
を
す
す
め
、
無
謀
な
侵

略
戦
争
を
拡
大
し
ま
し
た
。
太
平
洋
戦

争
の
末
期
、
１
０
４
４
年
に
国
家
予
算

に
軍
事
費
の
占
め
る
割
合
が
８
５
・
５

％
へ
と
跳
ね
上
が
り
ま
し
た
。

大
企
業
は
好
況
に
沸
き
立
ち
、
国

民
は
物
価
高
騰
で
国
民
は
困
窮
し
ま
し

た
。
国
債
発
行
は
「
戦
争
へ
の
道
」
が

歴
史
の
教
訓
で
す
。

消
費
税
廃
止
を
め

ざ
し
つ
つ
、
緊
急

に
一
律
５
％
の
減

税
を
。
財
源
は
大

企
業
・
富
裕
層
へ

の
減
税
・
優
遇
策

の
見
直
し
で
恒
久

的
財
源
を
確
保
す

る
」
日
本
共
産
党

の
辰
巳
議
員
の
質

問
に
、
石
破
首
相

は
「
御
党
の
安
易

に
国
債
発
行
に
頼

ら
な
い
姿
勢
は
本

当
に
立
派
だ
、
私

は
感
動
を
も
っ
て

聞
い
た
」
と
述
べ

ま
し
た
。

消
費
税
を
な
く
す
東
京
の
会
の
JR
巣
鴨
宣
伝

５
月
24
日
、
JR
巣
鴨
駅
、
定
例

宣
伝
、
署
名
作
戦
。
〝
消
費
税
憲
法

変
え
れ
ば
戦
争
税
〟
の
「
の
ぼ
り
」

を
高
く
掲
げ
て
宣
伝
・
署
名
作
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
政
党
が
消
費
税
減
税
を
主

張
す
る
中
、
国
債
の
発
行
や
食
料
品

の
み
減
税
な
ど
主
張
す
る
政
党
も
あ

る
中
、
大
企
業
・
富
裕
層
の
法
人
税

の
減
税
分
を
も
と
に
戻
せ
ば
財
源
は

確
保
で
き
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

同
時
の
行
っ
た
シ
ー
ル
投
票
で
は

高
校
生
や
中
学
生
が
注
目
、
「
お
米

が
高
く
て
お
変
わ
り
が
で
き
な
い
」

な
ど
切
実
な
声
も
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。署名をお願い、JR巣鴨駅

シール投票では廃止が圧倒！

消費税 憲法変えれば戦争税


